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2)Aeeti占acid.es'terof占hol占ste'ol,drstig-

mastcrol,proplOn享cacidcster-ofstigmasterol

･ln｡thesesaturatedcomp戸】ndsare主uitablefor

解 16改 ･

hostplantwould act左santagonistic-tothe

sap｡niム,.I)ecausさthe il｡Stplantsuchas-P.

angulayisandGlycinehispidacontainboththese

;I:cc,.a.ro;svtl:o･th芸.beTnhZeOICauatChi.d,ecstenrsiOdfe,setdi慧 ＼ coBmuPtO慧 ts.of;hese･experi-Gentsha､… ,t

theseestcrswouldI)ehy.droly2ledinthealine二
ntalcannaloftllelarl,a.

3)WhenC3-OH I_Tis.remo､'ed･･thelarv_ae.,り
IYCrCunabletodevelop･

4)The restJlts offeeding experimerits om

o･Tddiscd compollndsofCJ7Sidechaindidnot)

LqlMlYanydi鮎itetendencylI)utot)lytransTde-.I

hydroandrosteroneshowedtohealwaystmsui-

tahlc. LJ､--

■lJ)W1-cnこoH addedtoanothercarbonsuch

asCoolrc7､thelan.･a.does.notde､,elopany
nlOl'C'

Thcresultsohtaincd I)ytheauthorwereco二

mpモrCdWiththoseofanotherinsectsconducted

hy千･-racnkel(19'13)･(Tat,le8)I
Thcauthorsupposed thatthesterolsinthe

beenconfirmedthisassumption.Ontherelation

hetlVeenthesaponinazidsterollVillhe-discll-J
声Sedinanotherpaper.I3eforetheseexperiments

conducted, alsothe･authors,upppSedthatthe

sterolmayactasvitamintotheinsect.lZolV-

eveT,thesterolrequirementoLthclarvawas

somuch~tbattheroleofsterol∫()∫tIle del･e-

1opmentoリ arva shoulP.hecon'si,deiedas･ln
由Sentialsubstancefornutritionandnotvita一

minasin ･ヽertebrates.
/

.Itmay be very in●teresting if thestereo

isomersofdihydroclwlesterolnamelycpi-chol

lestanoI;coprosterol一也ndepi二copr.ostcrol､vcrc

tlSCd fortllCexperimentalpリrpOSC, ),uttllC',

allthorcould not･yet~′synthesize these com-

pounds.

ShdicsontheTrichlorobcnzene･prodtlCedby IIecomposlng theInactive-isopersof

May1.1931..BolyuKagahu16,90,1951(､rithEnglishrisJm693)

13･BHq無効成分の分解生成軌 TrichlorobBn2:enBに就いて 赤駄正水,捜辺憲一 ､

(大阪管達株式会社小倉工場)26.I5.I受埋

13lIC (Benzene'liqxaehloride)は最近投虫剤と~

して,出単界に著しい逝Lu拭L)を示している｡昭和26

年舵の放米生達予定丑は1,648tムnとなっているが.･

:)与の投虫剤としての応丹施 田と価格の点で我が国に迫･

切な拙剤であるに拘らず,掠末の有効成分T低圧が15

,Qi松促しか細られぬ恥 不快な刺戟央及び劫柄物に対

する轍 I5'等:の欠.I..よの円,J加の刷 り梅田に於でr)DTに＼
及ばぬ現状にある｡拓(米軸捻に従部する州では常にγ一･

氾蛇の糊 口.刺餓炎の除串 jス1･の抵泌こ恋を注い

でfjtるが.智々の訊故附兜の決.nではγ一波度の向上に

批い{は,過当なも浴剤に伐る抽出法以外に手段を見 .

LuL柑なかった｡抽出法に依って得られる工業製品は,

･域 比60丁･95ぞ の刺戟臭のない白色絶品性粉末であ.
ろ放従来の県境としての用途を更に拡張して家庭,牧

軌 火脚枯物FTj殺虫剤として有効に利用せられる可能

比がある｡IiliC節米を抽出法により既約すると,.必

だ朗勺に抽LtI損の無効成分 (α-,β二Ee･性体及び多射 ヒ物

等の氾合物)の処分が問題となる.切Jち原米の75-80%

は柚川拭t_して臨訊となる｡γ一浪皮0.5%以下の多Li.

の比の無効成分の利別途の開拓はIiHC工.Tiの重要産

tJO′

ヽ /
研究裸池である｡Ⅰ王IICを熱又はア}Lカ1)に伐t)分陳 卜

ると;容易に脱塩唆反応を起して triL=hl('robcnzt'nc

に変化する串実は夙に知られ七厨右(HQ米矧こ於ては

trichlorol)e叫eneは 1.2･4-isomeiとして欧に市軌

化せられ.殺虫剤.愉軌 熱媒,或は染料,殺田,托

物成育調節剤等の合成申1日雌 として利用せられて尉る

がぞ',我が国でもとれよL)染札 除草剤等の合成研兜

新 が2,3ある(3.,9苛々はr･lll様ク見地からulick;珠

の抽LLS法及び無効成分の分解物 trichloro7,enzcncの

性状姐二兆の多塩素化按楢をTlr･兜したところ,IHIC

無効成分の分解に依って得られる trichlorムhqn子CnC.t
が1･2･4-isome'rの耶一物でなく他のisぴmerを相当

多良に含む邸を認めた甲で,この却宍姐ここれが工･紫

化を容易ならしむる利川法の一端を収温めて木批!.-･と

した｡

＼ 央韻及び看病 ~

-BHC の分相こ搾って得られる tricl-1orbbe.nzcnc
は1912年の VよnderLinden(1'のW{i!.1･に伐ると,-JraY

lゴミゐ如き組成に伐る令 isomerの混合物であるが.

1947年 F･A･Gunther(,,はIMC'の各isomerに就い
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て,夫々の柄拭アルカリf(Li液に伐る吸出取分脚 こよっ

て守r.1た trichlorol)enz･ne の (linitro-compd･･

dinitro-compd.とanilineの桁行的及び djphcny1-

.1mine'deril･.を合成し.大々のmlP.が1･2･4-dcril,･

の火れに一致する叫から 1.2.4Lt'r･'thlortohcnz占ncの

みせ他のisomerは缶まれねと断じた｡-7JC々 は止拭;の

朝'描･.から得られた柑タt･の祁実を抑かめるべ く-,次 の ･

3耶 よって批 ■trichlorol,enzenc/頭 巌 して･

hJ一条作で塩素化して tetrachlorol,enzeneを合成し

弘指ゐ比較によL)桧討した｡

a.Para-dichlorobenzcner- chlorination一一一

trichlorobenzene(純･1･2･4-trichloroderiv･_が

-̂部分と考えられる)

如法 :-円本化瑞 K.K･製crudcp-dichlorol)cnzc-

rrc(mp49-540)を相田し170-1730の潤分 (mp･

51～530)を拡謝 叫 生成した trichlorol,cnzene

をfpFJ'河し2ユ0-2150の潤分を試料とした｡

城射 ヒ条件はp-dichloroher)zencIrnol･'をL-)0-600

に加祝し,0.5%の鉄粉を加え充分なる把押下に也

試化する,塩来町人血は3/4mol･反応液は常瀞 こ放

'lilnLして析Luする結晶を砧別除去按,朋次アルカリ及

. び水で沈源後牝炊托潤す｡

I)1Para-dicllloroT)enzene一一一Sandmeyer'srcact-

ion二÷りrichlorobenzene(純 1.2.4-deriv.)

節 16 魯 ■

朗 じてから600に加uiq.分脈･tji:約せLも｡分解液を水

試災熊村ルて1,}たcrudel1.2.41trithlorobenzene

を取水筏fp'滞 して212-2140の部分を縛るO収率約60

~alkafiに依る
C.BHC拙山域

･- ･.一･･････●
dehydrochlorinati()∩

triehlorobcnzene

劉払 (Lr-rillC90,00,+β-BH亡､ld%)混合物lmol.

NnOH (17N soln.)- 3.5･mo1.

分 lJrj･'li壬L誌 姥 2000
-ヽl

分 ･触 時 川 ■ 2hrs

以上の条件で得た汎分を収税筏枇mL.て 203-2140

の軒分をとる｡収率92%.～

､以上 3法に伐って得た各 trichlorol)cnzcncの比較及

び各isomFrの故知の牲門の比畷犬を約2甜 二元ナD
約1 誠

rmC の晩郡 安分矧 こよって悶られる trichlor-

1)cnzene.の組成炎

l破分解 I3HCL分 解 剤

tricIlhr()ljenzene

lt'･4~傷2･31傷3･5~

ef(.60%cl/--~ C1---ヽ_ClC1..._._.Cl//,～ cI
a竺oNOi禁か'H:三〇王ご
■cI CI PI
mp 兄.90 m.p54-550 ､Tn.J?･49-510

劉法制 化IP-dichlorol;enzene(mp51-530)lmol.

況叔500g常温硝化後911-10Joで30分加熱した後冷

水中に韓加析tlHーた mononitro-compd･ を dil･

Na2CO3SOlll.及び水で沈聴後乾蚊すると,mp52

C1
Ct CJ

′
-第 2 -2ミ

各法による Trichlorohenzcneの比校炎

聖 し葦 ′畏 l撃 竺鳩 !-,'Q::.箪j

-53さの2.5-dichloro:nitTOCOmpd.184gを壮年ミき｡ ;I

泣元｡~2.5-dicllloro~nitrol)er)zenc1mol･.Sn

.i/2mol･水少jnを609.に加撰班押 しIC･,S,tJGmdl･

の#鵬 を柿下冷却しっ1800で道元する｡反応液を

冷神政研山するamincs･lltを惜別し弓並アルカリ性

となし.水損気誤称 こよL).lminL･を門る｡収守T.71'1,

出色蚊は糊Dri･r:lの針状Ilminc(nll-4ゴ～50J)13･-,g｡
1-'ァ･/化及び分帆 .lnlillC1rnol.をconc.'HCl

に約㍍挽桝 .1】した棚状物に■.II的')杓 ソ二 jl水rr.;捕

(NtlNO21nlOl:+3-3I;I.:わ水)を油 T:O-50で.ヂ丁./

化し,反応液を0⊥tF･Oに桝 JJLた 1-i-･,QSC112Cli･(,7-lJ一

塩蚊lflに徐々に往加汲1･FJ'皿に放ほし,N2gaSの発生

lJllJ～214

205-220

'由 考

(ト,m-(lichloroT)cnzcne
打左入のnr:念ある

約1.2.4lisomcrのふ

205-20S7.の榊分多 し

Trichlorobenzeneの各 isomerの性質ひと較衣

Intern.､crit.table.(13eil'stein)

1.2.3lJ1.2.4- F1.3.5-

213(206-2130)

i.4O58at150
(1.4460at360)

2雌.520とう.iIJ.
at76:i.8mm)

Dl



炎に兄が Lる如 く3試

料Jl;･夫 多々少性質を典

にする｡1),C,は殆んど

純粋の cp.mpd･ .と･tLTl
われるが,aは未反応

の para-dichloro-

compd･ 及び械丑の.

0-,m-dicllloro-co-＼

Lmpd.よE)誘唱せられ

た 1.12,3-及び1.3:5-

isorncrが出入して居

る懸念がある｡.Cは河

山'JlEm)が拭 く, 235-

203つの粁分が可なカあ

るので純 ･1.2.4-isn-

merのみでない｡IJは

純1.2.4-isomcrであ~

ち.a,I.I,兆合祁成分を

光封 こ分緋する都は,

鰍 .-.(が近成 してE･もES

プW)でない｡然 るに地

坪を如来化して.tet-

rachlorubenzene に

詑せ しめると 1.2.4-

isomer分は他の2者

とた乱L:.tに新 しい益を生

ず る｡参考の13 tet-.

raclllor9benzene の

令 iso'mcr の性だ比

較炎を打‡3炎に示す｡

切jち trichlorobenze-

nc の件 isomcLr や

況合的な拡 ;強 化 し て

.tt･tmchlorohenzene,

に変ずれば, 1.2.4-

･j.iOmCrはmp1380の

I:2.4..r:)-tctra-chloro,
isomでr とな り他 の

tetrachlor()-isomerI.
の mp47.5-510よ

り野 しく高 い 故 分 軸f

が7≠LTJとなる｡依って ･

a,7),C3試料を塩素化一一

L{.. tetrachloro-
hcnzcneに変じ,分如

,し柑たる1.2.4.5-tct-
rafhloro-isomer'の

収紺撃より共の合有す

tJ2

＼
J
J/

防 虫 科 学 節 .16 嘘 .

節 3 表 -I

-Tetrachlorobelizeneの各 isomcrの性質比較衣

Intern.Grit.table(Beilstein)

ノ . 約 4 袈

3試料の tctrachlorobenzene化の比較R I･

･試料可 欝日 憎 貨紳 分抽 g･4･l-p･臨 ･針 術 考

( )回収分差引鼠 ( )未反応分差引且 .( )回収分によ.a補正収率

ヽ
a.試 料 分

約 分 の 比 状~比 較 炎

･24O-24512451250l加260I 残 敵 惨 夏 至
200_2351235_24O

隼 準 Sp.gr.I.4876.150油見た.析LD結晶 mp102一一1249..抽 :欣 L.油状 --~油状 回状 柏 .1.品.Lbenzcne再桔mp 193-203

析出結晶 析出緒晶 析LtI桔晶 mp30-
mp1047- mp 3 4- mp34-390上.
1259 42○ ,/ 420 W-aX放

成 分瀬反応物+禾反応物=+未反応物+1.2.3.4.1.2.-3.4-+■.-I.2.3.5-liexachloro-

1).-試 料 分

C.試 料 分

:･･-･う結晶分那 3,Jg (mpこi7-仰 )十･･-; ･
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ろ l･2･41trlchlorol,enzepe一分及び組成を調べん と

した｡ ,

Triehroro7'cnzcncよE)IrcErachlorobcnzcnc の

i帖Zi･-

a･h･ヲ･の 3試料を次の柑一条n-･で出御 ヒした｡.(反

応物の地理は粥の状態に応 じて･.CCh.を桁剤として

仲川したO)試料1/2mol･(91g)を0･5,ccl=1'n当する FC_I

触媒の存在IJに充分撹拝して反応手取姥を600に作持せ

､しめ塩素を理論丑呼人する｡反応物は糊状を皇する政

一_ri80⊥904に加温滞解後12時間故冷し,析Luした結晶

分 と油分 とを沌別する｡反応物が岡化し結晶と油分 と

の分野不芦の場合は同丘の CCl一を加えて･600で桁
解 し常胤 こ放TTlul後結晶と油分に別け,油分から CCh

を回収する｡この比較結刀王を約4表に取綻めた｡∫

訳-によI)実験結果を栓討 ナると, 1･2･4.5-i.somcr

の収学科土a,b,に比 して Cでは-'劣る｡ 油分からの回

収未反応試料を泣引いた収率から見 ると.bは 100% I
,7:'純 】12･4-trichlorohenzenPを試料 とする吻合埴:R

化 により1.2.4.5-tetrachlofol)enzeneのみを生成 し,

妨 L)

群 16 鴫

ると期待して尻たが20%程哩の他の isomcrの況合物

と考えられる tetra-compd.を含んでmる｡このW･:

囚(ま恐.bく,7,enzen-C の蛇誠化によ■って守F.Fた crude

dichlorobcnzeneよF)印なる蒸潤では純 p-llichli)ro-

1'cnzcncを耶出し恥 ､岱めであろう｡ 他 is.omeTlの

請.lJtTはaで1･213-の方が多く,Cでは 1.3..5-の方が多■
い と考えられる.tこの串実から,BHCからの分解生

成物 trichlorobcnzcneは1.2.4-isomerの丸でなく

大凡 1･2.4分･5.i,a.I.仙 isomcrの混合物47%の組成

をもつ と考えられる｡次に C紙料の付1J-する 1.2.4-

･isomer'のfTu･を矧 こ評紬に訓13ベるべ く次の琴吸を行っ

た｡即ち試料 cl82gを CCh ･'364g にiI('rt,WL.館

瀞 こあて.AlC13を触準 として城対 け る｡この埠苅

化条件に於 では tetrachlor?-compd.の段階で地裁

化が仇 ヒし 光れ以上進行血 放反応物から 1.2.4.ill

-isomerの分雌牧村jnにより,試験中の 1.2.4liso-

n;er合有誼が!掛こ正しく州gJLLJ来ると考えろこ拙瀧
化及び反応物の勉理行松を約5-ll.に記した｡

如

Trichlorol】cnzcneの CCll巾に於げる出射 ヒ及び処rl!7-J'･柁

他の刑生物は琵'Q.められね｡a,Cの1.2.4.5-tctrachlo-

叫 cnzとnc の収執 ま火･々 .78.5,Qb及び53%73矧 こ相似

た刑生物をil:じてT.I;.も｡;tは ortho及び rntth iso-

Tr)Crが多州 じてD?るとしで も.収率 95%以上にな

Tetracbloro一
枚和琴:benzene′(172

g)90% I

1.2.4.5-113g.59%

1.2.3.4-+1.2.3.5-59g.31,a.,/

試料の triehlorobcnzeneは既述の如く地業定立によ

る結果よL)100/oi? isomer'混合物 と見 られる故収

93
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714iO0%になって居るので,処理操作中の lossは約10･

% となる..これを祁正すると,収率 (trichloro-co-

mpd･- tetrachloro-compd･)loo°%と七でl･2･4

5-.tTichlorl,el-ZenCの収率66%,′1･2･3･4-+1･.2･

3･5-isomerの収率34%となる｡従って試料Cは1･

2.4-trichlb;obenzernc66%,1.2.3丁,1･3･5-trichl

ldrohenzene34%の況合物である串が判明Li=o1:2.

3･と1･3;5-との混合割合は明らかになし得なかったが,

1･3･5分の方が多い叫を認めて庁.T･るo次に同じ試料を

加水分解し和られた phenも1.を分離収得した瑞糊 ､ら .

粥料の組成を調べんとtj=otrichlorobenzene･の各々 ･

kiAn;
trichlorot'さnzene､の加水分解:CI ott

L2.4-
ej::±二二 忘r!1̂

85_

巴~3_

憲31二十三lCIclg:0_

6 'c11.3.5_ Cl〉 Cl ?･8-

は加水分解せ▲らオ与ると.妨6-31に示す如く夫々の di-

clllorophcnolに変ずる｡ITollemann(1)､は trich-

lorohcnzen?の各｣S.omerに就いて,共の加水分解生

成物 phenol'の汀場長をなしたが,1.2.4,1･3･5-分から

夫々相当するphenolの結晶をrI,I_mL/iE5たが,1･2･3か

らI羊color,lesso_ilを得て屈･る｡試料 Cを加水分解`

して即 れる phenblq12.5･tIichlorbphenolー以外
にphenolが存Lullollemannの結果と十致した縁

先を1.ti九は.他のisomerが存在する'と云 う既述の突

放靖光を碓誼する執 こなや｡ ･

･宍吸 :試坪 Cの加水分節粂f隼

･ 試料/アルカリmol./-i:21/.,アルカ.)汲荘

10%methyl̀alcoholsoln.

反況温既180土100.反応時間 2~hrs.

匁理法 Hollcmarin(4,の行った方法に準 じた｡

'結果下記の如し｡

61061

henolmp 油分 2.5以外のPhen
olg -

仙分の bpは 212-2150で phenol性を有し,之より.

誘辞せるphenoxyaceticacTdの･mpは110-1200

であって･2ふ ?夫れの146γ1480より低 く･他の
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isomer-の混合物である七考えられる｡佃 Hollcma1

7!n は 1･2･3-trichlorobcnze占e-の加水別 批 よる

pDe_i"1の混合物 ニト･]様な的分を得て店.7Doこの叫実

と試料Cのtetra-Chlorination.で知れる他のisムmcr

の混在甲実験鰭塊を比較考察すると.この油分は2･3.′

2.6,3.5Jichlo'rop.henolの 混 合物 と考えて追究な

,_い.収率より混合割合を調べa'と,試 料 巾 の 1.2.

4-isomeリ土46･7/71･5×100-65･3%,地の isomcr
分は 34.7% -となt),tetrachlorintionの実敬結架

･ と一致する｡よって 血 C 'Dr分矧 こ伐って糾与れる

trichlorobenJqeneは●vande,Lindenの説の通 t)

6 ._ 袈

IIolle-ma血(Beilstein)

mp - 1?p

58 211･7＼(211rat744mm/IIg)

57--

67((;5) 220-(218- 220)

mixtureは Icolorles s

o il として 悶られ る｡

68(68) .233.1(233)～

他異性体を含み,1･2･4一合-jf執 ま65-60% 粒喋であ

を｡この様な組成の tl･ichlorobenLzepeを工業的に7J･
利に利付け るには,Jl･2･4-isomer のみでなく他の

isomer も同様に利用する必要がある｡然し乍らIL;料

の分派による各 isomer の分馳 ま工業的に田畑<･あ

る｡雪}tは isomeLfの分灘を塩素化に伐 り･Ic･raehト

orol?enzeneの段隅で行 う郷が崩も愉印でエ黙約に和

利であると信 じ,;.tの提唱する処理法の一例を孤7誠

に示す｡この方汲 ま収率良好,.掘作も比税的.73nrJ.tで実

現性がある与信ずる｡

由 緒

13Ⅰ!C 節米の γ一汲皮向上に際して剤畢する無効成

分の耽塩酸分解によE)製造され右._tri･chlorohc'nzcnc

の利用に当り.塩素化■.加水分解の拙作によL)共の.u･

L成虫に性状を調べて次の決諭を絡 共の処理利用の1

例を読した｡ ∫

.1･ー雪々の実駿によって得た trich.lorobcnzcncは

1.2.4-i占omerガレ 物にあらずして仙jF托.性体との混

合物で,;拙 成 は凡そ 1ニ2･4-i三on!er-65-60%,

1.､2.3-, 1.3.5-isomerの況合物として 34-35%

であった｡ ,

2･ Tfichlorobcnzeneを利叩け るに当り;合和す【

る 1.2.4-isoJmer分と他のisQmer分を元々分抑制
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liIIC力lr劫成分から守ミ!られるtrichlorobenzeneの処現

JIJTCtechnlc&tpowdeT･
r-15%

lJ /

T----i-: -.=1-I---- 一 ･

い 一60-95% ,Iw_85pklpowderI
L_______｣

二 ｢ ｢ -
'仰%

100pta.

｢~ーー~ーー｢
--1 ○○Iy.nt - - - lrBCOYery

l

L__ー- _｣ l

テ三T===i _｢

; non'(oxlc:,日.I..I
串 -I--lT.".

dehldroehlorhAtJoll

Pec°YePy trlehloro-
benzBJle′

1.2.3.4._+1.2.3.5.I
tetrAchloroben班ne

chlorin&tjorLLtlOCr

pht&Chlorophnol

JDSeCtjcfde
(ATltLtherJtLiteJ

ALkAIt･&lEoh'0180IEL.
&Lkaljglycolsoln

EtLt)gicido heTbicido

川するのに,分河に依るよE)は塩素化して tetr三1-

chlorol'cnZもne の段間で払T,Tl分別法で分湖け る方

法が有効である｡'

早.2の方鋲を採mして土卿 勺にF,:料を有効に1.2.4-

isomerは2･j･5二trichlorophcnolに･他のisomer

は hふよachl.orophenolに変ぜしめ夫々有川な賂剤

のgJ･;剤及び合成IflW休たらしめる処理法が工業化実

現容易であると考え共の1例を衣示した｡

終りに臨み本研究の発衣を許可せられたる当社尼崎

恥長に対し況謝の志を衷する｡
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ThccontentofT-isomes_oL tech･BHC is

onlyabout15%●･Recently,itisexpectもdtha∫

,thehighγ-(60-93%)B‖CwilltleProduced_tb

makemoreextensiveusesfartheinsecticide.､

Whenthetech.BHCisextractedwithl)rg-

anicsolvent,separatもshighγ-nHCfrom ala-

rgeqtlantityofinactil,eisomcts.

Theutiliz.lt王onofthcscinactii,eisomersis

.lnimportantlくeytorsol､,ingthisproblem･

Theinactil･ei;omersareeasily changed-to

triehlor(jberlZene by the dehydrochlorinatiorL

IVithalkaliorheatdecompositionaildthecom-_

position ofthi主trichlorobenzenehasnotT,e

determinedexactly.

Oncsay･stllatitisa mi Xture'of isoinersl
I)utothcr'strichlorO-isohlerOnly.

Weresearchedthe composition､ofJkomcrs
t::i
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1)ythechlorinationandthehydrolysis_offthis

trichlorobenzeneandpresumed･thatitcontains

6T,丁66% oH ･44-trichlororisomerand37-35% Iofothcrいyoisomers.I

Thenwegaveanexampleofthepromising;

technicalutiliLEationofeachisomersselectively

foreach purpose, separatir)g I･2/:4-isom与r

･rl

帝 116放

from othersatIastep oLtetrachlorinationof
txnzene.

Eachphenol,produced by the h),drolysis

ofequil･alenttetrachlorobenzencorhĉ'achlo-

robenzene-jsusedfortheI,ase-ottheinterme-ヽヽ
diateofimportalltChemicals.

StlldiesonControlingtheWeedsinthePaddyFieldwi th2,i,5-T.KunitkazuUll:KIノ

(ScttuExperimentalFarm,Kyoto.Un.iver苧ity)･Received一一九Tay20･1931BoEyu-Ka'gah･J

16.96,1951(with･Er)glishres.um699)

i4.-9,4,5-Tによる水田除草に関する研究 ,蘭 木邦和 (京大旗学部附属碑浄見場)

(26.5.20受理). ＼ ･

新除革剤 2･4･5-trichlorophenoxy a,ceticacid

(2.4,5二T)に就くは,,既に剖咽 に於て幾多?研究梁

tlILが発衰され,tLつ実糊の城にまで達している (Pri-

dham,1931;Flagg他.11951;Lovl･Orn,1951)｡箪

満はJl1三iFllHC の兜効成分から犯 された 2,4,5-T
●～

.(.旭 他. 1950)･を. 除革剤 2,41dichloropPen-

oxyaceticacid(2,4-D)と同様!水田排革防除に利･

川する予h'fJ一試蚊を実施したが (枯木,1950),米だ除革

剤としての処理追払 処理時期並びに栽培管理法との′

関係等に就･C不分別であったので,昨和 jび東独を打

った｡その結凪 一応2,4,5-Tが2,4-Dと同抹な処理

TJ'状により,除串剤とLlて有効であることが朽確認さ .

jtたので.矧 こ突放結斗ミの概要を搬出する次 第 :C'あ
/Jcl
f,I.7本研究を実施するに当り,種 々榊教示を脳つた就

火香川教授 赤髄助教授洗びに稲凹的致控に対し控誹
の意を未すると共に,J訳大袋粥化学研究室より故詑な

る2･4,5-Tを御地供下さったさとをTg･く感謝する｡

実験材料及び実態方法

l･ 実 地 材 料 1.

除戟剤としての 2,4,5-T ナト1)サム塩は京大忠繋

化学qr･兜'Bで製造されたもので,比較にmいた?'4-D ･

ナ】:リウム塩は石田注米株式金紋製のものである｡

実験は場としては.･一昨Ilf･同級 ),L･:大袋学部附属節

印畠tB･の水田｢京都旭｣を我放した水凹を月い た｡栽

柵瑚叩 1950年6月2相 ,栽枯様式は汲木枕区 (株 ､
rL.nl尺3寸×4寸;l衷柾)と普通植区(株問9寸×7寸■｢

2本枇)とに争って比較実験したo /

2. 臭 磁 方 法

tR依田は,1区劉fTJ･5坪の2区制(AlL供行除-i.t区は 3

区制)-とし,約1未?如き処理方法に韻き.比較按討

した｡LE.'Al除草剤は哨対 .I輯凪の処乱即こ,槌く口の細か

い如鉛で臼滴 に一様に撒布したq I

節1表 試験区別処理方法

〔社〕

1) 栽噂様式 No･1-No･9;並木植(13寸×4寸)~､

No.1-No.IX:晋遜植(rJTl一×7寸)I

2) 中耕除草要領

処理区 :処理前2回機械申耕除草

慣行区 :2凹授城中耕除草及び2回手枕除草

無除等区 :全紙中耕除草行わず/
＼r `臭的結果及び考轟 ､

･). 水田難茸防除効果

2,4,5-.T 処理区に於ける郷iS抑制のWl向は.CI･.Wの

結果(柚木.1950)と略和似た状況を流した｡即ちヒエ

を除いて.tt･-.コナギを始めキカS'クサ.カヤtZL)glサ.


